
計画の区分： 学部の学科の設置

[平成31年度設置］

　　　　　　　　　　　　　　　注１

立命館大学　グローバル教養学部　グローバル教養学科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

学校法人　立命館
                                                    令和２年５月１日現在     

　作成担当者

　　担当部局（課）名  グローバル教養学部事務室

　　　職名・氏名　　事務長　各務
カ カ ミ

　宇
タカハル

春

　　　電話番号　　072-665-2492

　　　（夜間）　　072-665-2492

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　072-665-2229

　　　ｅ－mail　　glapost@st.ritsumei.ac.jp

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　３　大学番号の欄については、調査対象大学等に対して別途発出する、事務連絡「令和２年度の履行状況

　　　　　報告書の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

届出

大学番号：０００
注３

大学番号：私立222
注３

届出
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設　　置　　時 変　更　状　況 備 考

（ モリシマ　トモミ ）

森島　朋三

（平成29年7月）

（ ヨシダ　ミキオ ） （ ナカタニ　ヨシオ ）

吉田　美喜夫 仲谷　善雄

（平成27年1月） （平成31年1月）

（ カナヤマ　ツトム ）

金山　勉

（平成31年4月）

（ フジタ　カヨコ ） （コヤマ　ヒトミ）

藤田　加代子 小山　仁美

（平成31年4月） （令和2年4月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

（　）書きで記入してください。

（例）令和元年度に報告済の内容　→（元）

令和２年度に報告する内容　→（２）

・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

記入してください。

・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

学校法人　立命館

・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

立命館大学

大阪府茨木市岩倉町2番１５０号

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

〒５６７－８５７０

（３） 調査対象大学等の位置

（〒６０４－８５２０　京都府京都市中京区西ノ京東栂尾町８番地）

ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

副学部長

学　　長

職　　名

任期満了のため変更、令
和２年４月１日（２）

任期満了のため変更、平
成31年1月1日（元）
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は、平成２８年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和２年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　

グローバル教養学部

グローバル教養学科

学士（グローバル教養学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

49 105 97

(　-　) (　-　) (　-　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 15 ] [ 25 ] [ 15 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

48 105 95

(　-　) (　-　) (　-　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 15 ] [ 25 ] [ 15 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

40 104 73

(　-　) (　-　) (　-　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 15 ] [ 25 ] [ 15 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

23 42 45

(　-　) (　-　) (　-　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 15 ] [ 25 ] [ 15 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和２年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

0.55倍 －　倍

Ｂ　 入学者数

(　-　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

100

(　-　)

0.45

[ 　-　 ] [ 　-　 ]

100 100 100

(　-　)

[ 　-　 ]

0.65

[ 　-　 ]

(　-　)

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

人

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。
　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

文学関係

社会学・社会
福祉学関係

年 人 年次 人

編入学定員 収容定員

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　考
学位又は学科

の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員

4 100 - 400

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和４年度令和元年度 令和２年度 令和３年度

備　　考

平均入
学定員
超 過
率

開設年
度から
報告年
度まで
の平均
入学定
員超過

率
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　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

22 36 45 36

[ 15 ] [ 21 ] [ 15 ] [ 21 ] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （　　） （　　） （　　） （　　）

22

[ 5 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（ - ） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　]

（　　）（　　）

　　・令和２年５月１日　公表

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

（　　　　 ）

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

令和４年度

令和元年度1年次その他の
学期入学は期末時点の情報
を記載（２）
令和２年度1年次その他の
学期入学は学年進行してい
ないため令和元年その他の
学期入学者を再掲（２）

（　 －　 ） （　 －　 ） （　　　　 ）

令和元年度 令和２年度 令和３年度

計

備　　　　　考

58 103

[　　36　 　] [　　41　 ] [　　　　 ] [　　　　 ]

４年次

１年次

２年次

３年次
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

65 人 7 人 令和元年度 7 人 5 人
他大学受験（4人）［3人］、経済的理由（2人）［2人］、
家庭の事情（1人）

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 人 人

7 人 人 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 7
令和元年度の在学者数（ｂ） 65

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 103

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 0
令和３年度の在学者数（ｂ） 0

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） 0
令和４年度の在学者数（ｂ） 0

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

103

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

令和元年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

人

合　　計

人

令和４年度 人 人

人令和３年度

令和２年度 0人

#DIV/0! ％=

10.76 ％

0 ％

#DIV/0! ％

=

=

=

=

=

=

=

4



【令和２年度】

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1前 4 6 7 1前 4 6 7

1後 4 6 7 1後 4 6 7

1前 4 1 1前 4 1

1後 4 1 1後 4 1

1後 4 1 1後 4 1

1前 4 1 1前 4 1

1前 4 1 1前 4 1

2後 4 1 2後 4 1

2前 4 1 2前 4 1

2前 4 1 2前 4 1

1・
2・
3・4
後

2 1

1・
2・
3・4
後

4 1

1
後、
2・3
前

後、
4前

2 1

1
後、
2・3
前

後、
4前

2 1

2後
～3
前・
3後
～4
前

2 1

2後
～3
前・
3後
～4
前

2 1

2後
～3
前・
3後
～4
前

2 1

2後
～3
前・
3後
～4
前

2 1

【認可時又は届出時】

（１）－① 授業科目表

Introduction to
Global Liberal Arts
II

Philosophy Basics Philosophy Basics

Science Basics Science Basics

Statistics Statistics

Research Design
and Research
Method

Research Design
and Research
Method

Algorithm and
Programming

Algorithm and
Programming

Global Conflicts:
An Introduction

Global Conflicts:
An Introduction

Globalization and
International
Relations: An
Introduction

２　授業科目の概要

＜グローバル教養学部　グローバル教養学科＞

言語・文化・社会B
ⅩⅤ（海外留学プ
ログラム）

言語・文化・社会B
ⅩⅥ（海外留学プ
ログラム）

海外スタディ II

言語・文化・社会A
Ⅸ（海外留学プロ
グラム）

言語・文化・社会A
Ⅹ（海外留学プロ
グラム）

言語・文化・社会B
ⅩⅢ（海外留学プ
ログラム）

言語・文化・社会B
ⅩⅣ（海外留学プ
ログラム）

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

E
ss

e
n
ti
al

s 
o
f 

G
lo

b
al

 L
ib

e
ra

l 
A

rt
s

Introduction to
Global Liberal Arts
I

E
ss

e
n
ti
al

s 
o
f 

G
lo

b
al

 L
ib

e
ra

l 
A

rt
s

Introduction to
Global Liberal Arts
I

Introduction to
Global Liberal Arts
II

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

Globalization and
International
Relations: An
Introduction（未開
講）

Introduction to
Asian Studies

Introduction to
Asian Studies（未
開講）

海外スタディ I
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

2・
3・4
前

3 1

2・
3・4
後

2 1

1・
2・
3・4
前・
後

2 4

小計（20科目） - 16 47 0 14 18 0 2 0 10 小計（11科目） - 16 26 0 14 18 0 2 0 4

1後 4 1 1後 4 1

2後 4 1 2後 4 1

2前 4 1 2前 4 1

2後 4 1 2後 4 1

2前 2 1 2前 2 1

2休 2 1 2休 2 1

2前 4 1 2前 4 1

2後 4 1 2後 4 1

3前 4 1 3前 4 1

3後 4 1 3後 4 1

1休 2 1 1休 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1・
2・
3・4
後

1 1

1・
2・
3・4
後

1 1

1・
2・
3・4
後

1 1

2後
～3
前・
3後
～4
前

4 1

1・
2・
3・4
後

4 1

1・
2・
3・4
後

4 1

1・
2・
3・4
前・
後

2 2

小計（18科目） - 4 51 0 4 7 0 1 0 6 小計（13科目） - 4 38 0 4 7 0 1 0 2

1後 4 1 1後 4 1

2前 4 1 2前 4 1

2後 4 1 2後 4 1

2前 4 1 2前 4 1

2後 4 1 2後 4 1

Civilizations in
Global History

Sociological
Theories: Classics
and Contemporary

Global Project-
Based Learning

Global Issues and
Perspectives（海
外留学プログラ
ム）

言語・文化・社会C
Ⅲ（海外留学プロ
グラム）

C
o
sm

o
p
o
lit

an
 S

tu
d
ie

s

Cultural Studies

C
o
sm

o
p
o
lit

an
 S

tu
d
ie

s

Cultural Studies

Postcolonial
Studies

Postcolonial
Studies

Critical Area
Studies

Critical Area
Studies

Media Studies Media Studies

Theory and
Practice of

Theory and
Practice of

Fieldwork on
Media Studies

Fieldwork on
Media Studies

History of Arts History of Arts

Arts in Society Arts in Society

Asia and the World
in Historical

Asia and the World
in Historical

Regional Diversity
in Cultural

Regional Diversity
in Cultural

日豪関係Ⅱ（海外
留学プログラム）

Area Study Ⅰ

Asian Community
Leadership
Seminar

Civilizations in
Global History
Sociological
Theories: Classics
and
Contemporary（未
開講）
Macrohisotry and
Metahistory
History of Modern
World

Special Lecture on
Cosmopolitan

Special Lecture on
Cosmopolitan

Special Lecture on
Cosmopolitan

Special Lecture on
Cosmopolitan

Evolution of
Governance

Evolution of
Governance

日豪関係Ⅲ（海外
留学プログラム）

日豪関係Ⅳ（海外
留学プログラム）

カナダ研究（海外
留学プログラム）

Regional Anatomy
（海外留学プログ
ラム）

Macrohisotry and
Metahistory
History of Modern
World

6



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

2前 4 1 2前 4 1

2後 4 1 2後 4 1

3前 4 1 3前 4 1

3後 4 1 3後 4 1

3前 4 1 3前 4 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後
～3
前・
3後
～4
前

4 1

2後
～3
前・
3後
～4
前

4 1

1・
2・
3・4
後

4 2

小計（14科目） - 4 48 0 5 6 0 1 0 2 小計（13科目） - 4 44 0 5 6 0 1 0 2

1前 4 1 1前 4 1

2前 4 1 2前 4 1

2前 4 1 2前 4 1

2後 4 1 2後 4 1

2前 4 1 2前 4 1

2後 4 1 2後 4 1

2後 4 1 2後 4 1

3前 4 1 3前 4 1

3後 4 1 3後 4 1

3前 4 1 3前 4 1

1休 2 1 1休 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2休 1 1 2休 1 1

2休 2 1 2休 2 1

2・
3・4
前

5 1

2・
3・4
後

4 1

2・
3・4
後

4 1

2・
3・4
後

4 1

環太平洋研究（海
外留学プログラ
ム）

War and Peace in
the Globalizing
World

Comparative
Politics in Asia

Human Security in
Developing
Societies

Social and
Technological
Innovation

Social and
Technological
Innovation

Leadership in
Global Perspective

Leadership in
Global Perspective

Knowledge and
Innovation

Applied Research
Method for Social
Sciences

Applied Research
Method for Social
Sciences

Social Impacts of
Brain Science

Social Impacts of
Brain Science

Area Study Ⅱ

Special Lecture on
Innovation Studies
II

Special Lecture on
Innovation Studies
II

Internship I Internship I

Internship II Internship II

言語・文化・社会C
Ⅳ（海外留学プロ
グラム）

Evolution of
Market Economy

Evolution of
Market Economy

International
Relations in the
War and Peace in
the Globalizing
World

Special Lecture on
Innovation Studies
I

Special Lecture on
Innovation Studies
I

言語・文化・社会D
Ⅲ（海外留学プロ
グラム）

Design Practice Design Practice

Comparative
Politics in Asia
International
Relations in the

Special Lecture on
Civilization Studies
I

Special Lecture on
Civilization Studies
I

Special Lecture on
Civilization Studies
II

Special Lecture on
Civilization Studies
II

異文化間コミュニ
ケーション（海外留
学プログラム）

C
iv

ili
za

ti
o
n
 S

tu
d
ie

s

C
iv

ili
za

ti
o
n
 S

tu
d
ie

s

Institutionalism in
Social Studies

Institutionalism in
Social Studies

Human Intelligence Human Intelligence

Design and
Society

Design and
Society

言語・文化・社会D
Ⅳ（海外留学プロ
グラム）

Social Change
with AI

Social Change
with AI

Human Security in
Developing
Societies

言語・文化・社会D
Ⅴ（海外留学プロ
グラム）

In
n
o
va

ti
o
n
 S

tu
di

e
s

Knowledge and
Innovation

In
n
o
va

ti
o
n
 S

tu
di

e
s
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

1・
2・
3・4
前・
後

4 1

小計（18科目） - 4 60 0 7 6 0 1 0 4 小計（15科目） - 4 47 0 7 6 0 1 0 1

2後 4 1 2後 4 1

2前 4 1 2後 4 1

2後 4 1 2前 4 1

2前 4 1 2前 4 1

3前 4 1 3前 4 2 2

3後 4 1 3後 4 2 2

3後 4 1 3後 4 1

小計（7科目） - 0 28 0 3 0 0 1 0 3 小計（7科目） - 0 28 0 3 4 0 1 0 5

2前 4 1 2前 4 1

1前 2 2 1前 2 2 2

1後 2 2 1後 2 2 2

2前 2 2 2前 2 4

2後 2 2 2後 2 4

1・
2・
3・4
後

5 1

1
後、
2・3
前

後、
4前

1 1

1
後、
2・3
前

後、
4前

1 1

1
後、
2・
3・4
前
後

1 1

1
後、
2・
3・4
前
後

1 1

1
後、
2・
3・4
前
後

1 1

1
後、
2・
3・4
前
後

1 1

1
後、
2・
3・4
前
後

1 1

Japanese
Language I
Japanese
Language II

Listening Ⅱ（海外
留学プログラム）

Reading Ⅰ（海外
留学プログラム）

Reading Ⅱ（海外
留学プログラム）

Speaking Ⅰ（海外
留学プログラム）

Academic English
（未開講）

Japanese
Language IV

Japanese
Language IV

日豪関係Ⅰ（海外
留学プログラム）

Japanese
Language III

Japanese
Language and

Politics and
Foreign Relations

Politics and
Foreign Relations

Global Study

Contemporary
Japan

Modern History of
Japan

Modern History of
Japan

Japan in Global
History

Japan in Global
History（未開講）

Japanese
Philosophy

Japanese
Philosophy

Japanese
Language and

Japanese
Language and

Academic English

Japanese
Language I
Japanese
Language II
Japanese
Language III

J
ap

an
e
se

 S
tu

di
e
s 

C
lu

st
e
r

Contemporary
Japan

J
ap

an
e
se

 S
tu

di
e
s 

C
lu

st
e
r

Japanese
Language and

Grammar Ⅰ（海外留学
プログラム）

Grammar Ⅱ（海外留学
プログラム）

Listening Ⅰ（海外
留学プログラム）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

1
後、
2・
3・4
前
後

1 1

1
後、
2・
3・4
前
後

1 1

1
後、
2・
3・4
前
後

1 1

1
後、
2・3
前

後、
4前

1 1

1
後、
2・3
前

後、
4前

1 1

2・
3・4
前

3 1

2・
3・4
前

3 1

2・
3・4
後

2 1

2・
3・4
後

2 1

1・
2・
3・4
後

2 1

1・
2・
3・4
後

2 1

1・
2・
3・4
後

2 1

1・
2・
3・4
後

2 1

1・
2・
3・4
後

2 1

1・
2・
3・4
後

2 1

1・
2・
3・4
前・
後

2 8

1・
2・
3・4
前・
後

2 1

グローバル社会の
体験と理解

Intensive
Language
Workshop

Speaking Ⅱ（海外
留学プログラム）

Writing Ⅰ（海外留学プ
ログラム）

L
an

gu
ag

e
s

Writing Ⅱ（海外留学プ
ログラム）

言語・文化・社会C
Ⅱ（海外留学プロ
グラム）

言語・文化・社会D
Ⅱ（海外留学プロ
グラム）

Academic English
Skills（海外留学プ
ログラム）

English as Second
Language（海外留学プ
ログラム）

言語・文化・社会D
Ⅰ（海外留学プロ
グラム）

English Language Skills
and Competencies（海
外留学プログラム）

異文化理解セミ
ナー（海外留学プ
ログラム）

文化・社会調査
（海外留学プログ
ラム）

Global Fieldwork
Project

L
an

gu
ag

e
s

Speaking &
Listening Ⅰ（海外
留学プログラム）

Speaking &
Listening Ⅱ（海外
留学プログラム）

言語・文化・社会C
Ⅰ（海外留学プロ
グラム）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

1・
2・
3・4
前・
後

2 4

小計（28科目） - 0 45 6 0 0 0 0 0 32 小計（8科目） - 0 18 0 0 4 0 0 0 26

4
前・
後

4 6 8 1
4

前・
後

4 6 8 1

4
前・
後

4 6 8
4

前・
後

4 6 8

4
前・
後

4 6 8
4

前・
後

4 6 8

4後 4 1 4後 4 1

4前 4 1 1 4前 4 1 1

4後 4 1 1 4後 4 1 1

4後 4 1 4後 4 1

小計（7科目） - 12 16 0 18 28 0 0 0 3 小計（7科目） - 12 16 0 18 28 0 0 0 3

- 40 295 6 51 65 0 6 0 60 - 40 217 0 51 73 0 6 0 43

Language for
Academic
Communication

卒業必要単位数124単位を以下の(1)～(6)すべての要件を満たして履修する。
(1) Essentials of Global Liberal Artsから32単位以上を修得。
(2) Cosmopolitan Studiesから12単位以上を修得。
(3) Civilization Studiesから12単位以上を修得。
(4) Innovation Studiesから12単位以上を修得。
(5) Japanese Studies Clusterから4単位以上を修得。
(6) Capstone Studiesから12単位以上を修得。
（履修科目の登録の上限：1～4年次各40単位）

卒業必要単位数124単位を以下の(1)～(6)すべての要件を満たして履修する。
(1) Essentials of Global Liberal Artsから32単位以上を修得。
(2) Cosmopolitan Studiesから12単位以上を修得。
(3) Civilization Studiesから12単位以上を修得。
(4) Innovation Studiesから12単位以上を修得。
(5) Japanese Studies Clusterから4単位以上を修得。
(6) Capstone Studiesから12単位以上を修得。
（履修科目の登録の上限：1～4年次各40単位）

合計（112科目） 合計（74科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

C
ap

st
o
n
e
 S

tu
di

e
s

Research Seminar
I

C
ap

st
o
n
e
 S

tu
di

e
s

Research Seminar
I

Research Seminar
II

Research Seminar
II

Thesis Thesis

Capstone Studies
in Normative
Perspective to
Globalization

Capstone Studies
in Normative
Perspective to
Globalization

Capstone Studies
in Geohistorical
Perspective to
Globalization

Capstone Studies
in Geohistorical
Perspective to
Globalization

Capstone Studies
in Development
and Social Change

Capstone Studies
in Development
and Social Change

Capstone Studies
in Governance
Studies

Capstone Studies
in Governance
Studies
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【令和元年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 4 2 4

1後 4 6 7

1前 4 1

1後 4 1

1後 4 1

1前 4 1

1前 4 1

2後 4 1

2前 4 1

2前 4 1

1・
2・
3・4
後

2 1

1・
2・
3・4
後

4 1

1
後、
2・3
前

後、
4前

2 1

1
後、
2・3
前

後、
4前

2 1

2後
～3
前・
3後
～4
前

2 1

2後
～3
前・
3後
～4
前

2 1

2後
～3
前・
3後
～4
前

2 1

2後
～3
前・
3後
～4
前

2 1

2・
3・4
前

3 1

2・
3・4
後

2 1

小計（20科目） - 16 47 0 10 15 0 2 0 10

1後 4 1

2後 4 1

2前 4 1

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

Introduction to
Asian Studies

海外スタディ I

海外スタディ II

言語・文化・社会A
Ⅸ（海外留学プロ
グラム）

言語・文化・社会A
Ⅹ（海外留学プロ
グラム）

言語・文化・社会B
ⅩⅢ（海外留学プ
ログラム）

E
ss

e
n
ti
al

s 
o
f 
G

lo
b
al

 L
ib

e
ra

l 
A

rt
s

Introduction to
Global Liberal Arts
I
Introduction to
Global Liberal Arts
II

Philosophy Basics

Science Basics

Statistics

Research Design
and Research
Method

Algorithm and
Programming

Global Conflicts:
An Introduction

Globalization and
International
Relations: An
Introduction

言語・文化・社会B
ⅩⅣ（海外留学プ
ログラム）

言語・文化・社会B
ⅩⅤ（海外留学プ
ログラム）

言語・文化・社会B
ⅩⅥ（海外留学プ
ログラム）

言語・文化・社会C
Ⅲ（海外留学プロ
グラム）
Asian Community
Leadership
Seminar

Cultural Studies

Postcolonial
Studies
Critical Area
Studies
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

2後 4 1

2前 2 1

2休 2 1

2前 4 1

2後 4 1

3前 4 1

3後 4 1

1休 2 1

2後 2 1

1・
2・
3・4
後

1 1

1・
2・
3・4
後

1 1

1・
2・
3・4
後

1 1

2後
～3
前・
3後
～4
前

4 1

1・
2・
3・4
後

4 1

1・
2・
3・4
後

4 1

小計（18科目） - 4 51 0 4 7 0 1 0 6

1後 4 1

2前 4 1

2後 4 1

2前 4 1

2後 4 1

2前 4 1

2後 4 1

3前 4 1

3後 4 1

3前 4 1

1後 2 1

2前 2 1

2後
～3
前・
3後
～4
前

4 1

2後
～3
前・
3後
～4
前

4 1

小計（14科目） - 4 48 0 5 6 0 1 0 2

日豪関係Ⅲ（海外
留学プログラム）

日豪関係Ⅳ（海外
留学プログラム）

カナダ研究（海外
留学プログラム）

Theory and
Practice of
Fieldwork on
Media Studies

History of Arts

Arts in Society

Asia and the World
in Historical
Regional Diversity
in Cultural

Comparative
Politics in Asia
International
Relations in the
War and Peace in
the Globalizing
World
Special Lecture on
Civilization Studies
I
Special Lecture on
Civilization Studies
II

異文化間コミュニ
ケーション（海外留
学プログラム）

Regional Anatomy
（海外留学プログ
ラム）

Global Issues and
Perspectives（海
外留学プログラ
ム）

C
iv

ili
za

ti
o
n
 S

tu
d
ie

s

Civilizations in
Global History
Sociological
Theories: Classics
Macrohisotry and
Metahistory
History of Modern
World
Evolution of
Governance
Institutionalism in
Social Studies
Evolution of
Market Economy

C
o
sm

o
p
o
lit

an
 S

tu
d
ie

s

Media Studies

Special Lecture on
Cosmopolitan
Special Lecture on
Cosmopolitan

日豪関係Ⅱ（海外
留学プログラム）

環太平洋研究（海
外留学プログラ
ム）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

1前 4 1

2前 4 1

2前 4 1

2後 4 1

2前 4 1

2後 4 1

2後 4 1

3前 4 1

3後 4 1

3前 4 1

1休 2 1

2後 2 1

2休 1 1

2休 2 1

2・
3・4
前

5 1

2・
3・4
後

4 1

2・
3・4
後

4 1

2・
3・4
後

4 1

小計（18科目） - 4 60 0 7 6 0 1 0 4

2後 4 1

2前 4 1

2後 4 1

2前 4 1

3前 4 1

3後 4 1

3後 4 1

小計（7科目） - 0 28 0 3 1 0 1 0 2

2前 4 1

1前 2 1 2

1後 2 1 1

2前 2 2

2後 2 2

1・
2・
3・4
後

5 1

1
後、
2・3
前

後、
4前

1 1

Social and
Technological
Innovation

Leadership in
Global Perspective
Special Lecture on
Innovation Studies
I
Special Lecture on
Innovation Studies
II

Internship I

Internship II

In
n
o
va

ti
o
n
 S

tu
di

e
s

Knowledge and
Innovation

Applied Research
Method for Social
Sciences

Social Impacts of
Brain Science

Human Intelligence

Design and
Society

Design Practice

Social Change
with AI

Human Security in
Developing
Societies

言語・文化・社会C
Ⅳ（海外留学プロ
グラム）
言語・文化・社会D
Ⅲ（海外留学プロ
グラム）
言語・文化・社会D
Ⅳ（海外留学プロ
グラム）
言語・文化・社会D
Ⅴ（海外留学プロ
グラム）

J
ap

an
e
se

 S
tu

di
e
s 

C
lu

st
e
r

Contemporary
Japan
Modern History of
Japan
Japan in Global
History
Japanese
Philosophy
Japanese
Language and
Japanese
Language and
Politics and
Foreign Relations

Academic English

Japanese
Language I
Japanese
Language II
Japanese
Language III
Japanese
Language IV

日豪関係Ⅰ（海外
留学プログラム）

Grammar Ⅰ（海外留学
プログラム）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

1
後、
2・3
前

後、
4前

1 1

1
後、
2・
3・4
前
後

1 1

1
後、
2・
3・4
前
後

1 1

1
後、
2・
3・4
前
後

1 1

1
後、
2・
3・4
前
後

1 1

1
後、
2・
3・4
前
後

1 1

1
後、
2・
3・4
前
後

1 1

1
後、
2・
3・4
前
後

1 1

1
後、
2・
3・4
前
後

1 1

1
後、
2・3
前

後、
4前

1 1

1
後、
2・3
前

後、
4前

1 1

2・
3・4
前

3 1

2・
3・4
前

3 1

2・
3・4
後

2 1

2・
3・4
後

2 1

1・
2・
3・4
後

2 1

Grammar Ⅱ（海外留学
プログラム）

Listening Ⅰ（海外
留学プログラム）

Listening Ⅱ（海外
留学プログラム）

Reading Ⅰ（海外
留学プログラム）

Reading Ⅱ（海外
留学プログラム）

Speaking Ⅰ（海外
留学プログラム）

L
an

gu
ag

e
s

言語・文化・社会C
Ⅱ（海外留学プロ
グラム）
言語・文化・社会D
Ⅰ（海外留学プロ
グラム）
言語・文化・社会D
Ⅱ（海外留学プロ
グラム）

Academic English
Skills（海外留学プ
ログラム）

Speaking Ⅱ（海外
留学プログラム）

Writing Ⅰ（海外留学プ
ログラム）

Writing Ⅱ（海外留学プ
ログラム）

Speaking &
Listening Ⅰ（海外
留学プログラム）

Speaking &
Listening Ⅱ（海外
留学プログラム）

言語・文化・社会C
Ⅰ（海外留学プロ
グラム）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

1・
2・
3・4
後

2 1

1・
2・
3・4
後

2 1

1・
2・
3・4
後

2 1

1・
2・
3・4
後

2 1

1・
2・
3・4
後

2 1

小計（28科目） - 0 45 6 0 2 0 0 0 31

4
前・
後

4 6 8 1

4
前・
後

4 6 8

4
前・
後

4 6 8

4後 4 1

4前 4 1 1

4後 4 1 1

4後 4 1

小計（7科目） - 12 16 0 18 28 0 0 0 3

- 40 295 6 47 65 0 6 0 58

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、

　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

English as Second
Language（海外留学プ
ログラム）

English Language Skills
and Competencies（海
外留学プログラム）

Capstone Studies
in Governance
Studies

合計（112科目）

卒業要件及び履修方法

卒業必要単位数124単位を以下の(1)～(6)すべての要件を満たして履修する。
(1) Essentials of Global Liberal Artsから32単位以上を修得。
(2) Cosmopolitan Studiesから12単位以上を修得。
(3) Civilization Studiesから12単位以上を修得。
(4) Innovation Studiesから12単位以上を修得。
(5) Japanese Studies Clusterから4単位以上を修得。
(6) Capstone Studiesから12単位以上を修得。
（履修科目の登録の上限：1～4年次各40単位）

異文化理解セミ
ナー（海外留学プ
ログラム）

文化・社会調査
（海外留学プログ
ラム）

Global Fieldwork
Project

C
ap

st
o
n
e
 S

tu
di

e
s

Research Seminar
I

Research Seminar
II

Thesis

Capstone Studies
in Normative
Perspective to
Globalization
Capstone Studies
in Geohistorical
Perspective to
Globalization
Capstone Studies
in Development
and Social Change
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【令和元年度】

【令和２年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　　 　　　　

（１）－②授業科目表に関する変更内容
　　　　 　　　　
　　　　 　　　　

・適正なクラス数の配置により、「Introduction to Global leberal Arts I」の教員の配置を「教授6」「准教授7」から「教授2」「准
教授4」に変更。
・担当教員変更により、「Japanese Languege and Culture I」の教員の配置を「兼任・兼担1」から「准教授1」に変更。
・担当教員変更により、「Japanese Languege I」の教員の配置を「兼任・兼担2」から「准教授1」「兼任・兼担2」に変更。
・担当教員変更により、「Japanese Languege II」の教員の配置を「兼任・兼担2」から「准教授1」「兼任・兼担1」に変更。

・開講期間の見直しにより、「Modern History of Japan」の開講期間を「前期」から「後期」に変更。
・開講期間の見直しにより、「Japan in Global history」の開講期間を「後期」から「前期」に変更。
・担当教員変更により、「Japanese Languege and Culture I」の教員の配置を「兼任・兼担1」から「准教授2」「兼任・兼担2」に変
更。
・担当教員変更により、「Japanese Languege and Culture II」の教員の配置を「兼任・兼担1」から「准教授2」「兼任・兼担2」に変
更。
・担当教員変更により、「Japanese Languege I」の教員の配置を「兼任・兼担2」から「准教授2」「兼任・兼担2」に変更。
・担当教員変更により、「Japanese Languege II」の教員の配置を「兼任・兼担2」から「准教授2」「兼任・兼担2」に変更。
・担当教員変更により、「Japanese Languege III」の教員の配置を「兼任・兼担2」から「兼任・兼担4」に変更。
・担当教員変更により、「Japanese Languege IV」の教員の配置を「兼任・兼担2」から「兼任・兼担4」に変更。

・全学留学プログラム再編により、「Global Project-Based Learning」を新規科目として追加。
・全学留学プログラム再編により、「Area Study Ⅰ」を新規科目として追加。
・全学留学プログラム再編により、「Area Study II」を新規科目として追加。
・全学留学プログラム再編により、「Global Study」を新規科目として追加。
・全学留学プログラム再編により、「グローバル社会の体験と理解」を新規科目として追加。
・全学留学プログラム再編により、「Intensive Language Workshop」を新規科目として追加。
・全学留学プログラム再編により、「Language for Academic Communication 」を新規科目として追加。

（２） 授業科目数

備考
必修 選択 自由 計（Ａ） 必修 選択 自由 計

3 112 10

設置時の計画 変更状況

[　　0　　] [　　0　　] [　　0　　] [　　0　　]

99 3 11210 99
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 海外スタディ I 2
1・2・3・
4後

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

２ 海外スタディ II 4
1・2・3・
4後

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

３
言語・文化・社会AⅨ（海
外留学プログラム）

2
1後、2・3
前後、4前

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

４
言語・文化・社会AⅩ（海
外留学プログラム）

2
1後、2・3
前後、4前

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

５
言語・文化・社会BⅩⅢ
（海外留学プログラム）

2
2後～3
前・3後～
4前

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

６
言語・文化・社会BⅩⅣ
（海外留学プログラム）

2
2後～3
前・3後～
4前

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

７
言語・文化・社会BⅩⅤ
（海外留学プログラム）

2
2後～3
前・3後～
4前

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

８
言語・文化・社会BⅩⅥ
（海外留学プログラム）

2
2後～3
前・3後～
4前

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

９
言語・文化・社会CⅢ（海
外留学プログラム）

3 2・3・4前 一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

１０
Asian Community
Leadership Seminar

2 2・3・4後 一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

１１
日豪関係Ⅱ（海外留学プ
ログラム）

1
1・2・3・
4後

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

１２
日豪関係Ⅲ（海外留学プ
ログラム）

1
1・2・3・
4後

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

１３
日豪関係Ⅳ（海外留学プ
ログラム）

1
1・2・3・
4後

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

１４
カナダ研究（海外留学プ
ログラム）

4
2後～3
前・3後～
4前

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

１５
Regional Anatomy（海外
留学プログラム）

4
1・2・3・
4後

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

１６
Global Issues and
Perspectives（海外留学
プログラム）

4
1・2・3・
4後

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

１７
異文化間コミュニケー
ション（海外留学プログ
ラム）

4
2後～3
前・3後～
4前

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

１８
環太平洋研究（海外留学
プログラム）

4
2後～3
前・3後～
4前

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

１９
言語・文化・社会CⅣ（海
外留学プログラム）

5 2・3・4前 一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

２０
言語・文化・社会DⅢ（海
外留学プログラム）

4 2・3・4後 一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

　　　　ください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（４） 廃止科目

廃止の理由，代替措置の有無

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無
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２１
言語・文化・社会DⅣ（海
外留学プログラム）

4 2・3・4後 一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

２２
言語・文化・社会DⅤ（海
外留学プログラム）

4 2・3・4後 一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

２３
日豪関係Ⅰ（海外留学プ
ログラム）

5
1・2・3・
4後

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

２４
Grammar Ⅰ（海外留学プ
ログラム）

1
1後、2・3
前後、4前

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

２５
Grammar Ⅱ（海外留学プ
ログラム）

1
1後、2・3
前後、4前

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

２６
Listening Ⅰ（海外留学
プログラム）

1
1後、2・
3・4前後

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

２７
Listening Ⅱ（海外留学
プログラム）

1
1後、2・
3・4前後

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

２８
Reading Ⅰ（海外留学プ
ログラム）

1
1後、2・
3・4前後

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

２９
Reading Ⅱ（海外留学プ
ログラム）

1
1後、2・
3・4前後

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

３０
Speaking Ⅰ（海外留学プ
ログラム）

1
1後、2・
3・4前後

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

３１
Speaking Ⅱ（海外留学プ
ログラム）

1
1後、2・
3・4前後

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

３２
Writing Ⅰ（海外留学プ
ログラム）

1
1後、2・
3・4前後

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

３３
Writing Ⅱ（海外留学プ
ログラム）

1
1後、2・
3・4前後

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

３４
Speaking & Listening Ⅰ
（海外留学プログラム）

1
1後、2・3
前後、4前

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

３５
Speaking & Listening Ⅱ
（海外留学プログラム）

1
1後、2・3
前後、4前

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

３６
言語・文化・社会CⅠ（海
外留学プログラム）

3 2・3・4前 一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

３７
言語・文化・社会CⅡ（海
外留学プログラム）

3 2・3・4前 一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

３８
言語・文化・社会DⅠ（海
外留学プログラム）

2 2・3・4後 一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

３９
言語・文化・社会DⅡ（海
外留学プログラム）

2 2・3・4後 一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

４０
Academic English Skills
（海外留学プログラム）

2
1・2・3・
4後

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

４１
English as Second
Language（海外留学プロ
グラム）

2
1・2・3・
4後

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

４２
English Language Skills
and Competencies（海外
留学プログラム）

2
1・2・3・
4後

一般 選択 全学の教養改革に則って廃止する。

４３
異文化理解セミナー（海
外留学プログラム）

2
1・2・3・
4後

一般 自由 全学の教養改革に則って廃止する。

４４
文化・社会調査（海外留
学プログラム）

2
1・2・3・
4後

一般 自由 全学の教養改革に則って廃止する。

４５
Global Fieldwork
Project

2
1・2・3・
4後

一般 自由 全学の教養改革に則って廃止する。

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

　　　　ください。
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（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

45

112

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

全学留学プログラムの再編に伴って45の授業科目を廃止した。
オーストラリア国立大学とのデュアルディグリープログラムに原則として学生全員が参加する本学部に
おいて、全学留学プログラムはデュアルディグリープログラムを辞退した学生のみが参加することを想
定しており、また、代替となる新規プログラムに基づく科目を新たに設定しているため、学生の履修要
件に問題は生じない。
学生には学部則やシラバスを通じて新規科目を周知することに加えて、学生がデュアルディグリープロ
グラムを辞退する際に詳しい説明を行うこととしている。

＝ 40.17 ％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝
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備考

花園校宅、等持院会議
室跡地処分（２）

OIC心理・教育相談ｾﾝ
ﾀｰ新設に伴い実験実習
室の増（元）

職員：
従事職員数の変更によ
るもの。(２)
従事職員数の変更によ
るもの。(元)

大学全体で共用

大学全体

0㎡そ　の　他

合 計

389,948.28㎡
 390,346.81㎡

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

44,148.91㎡

0㎡
389,948.28㎡
 390,346.81㎡

803室
 802室

実験実習室

機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕

図
書
・
設
備

(５)

計

27,445[23,338]
22,548[18,473]

種

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教養学部
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ教養学科

1,830,089[517,736]
1,805,274[510,450]

講　義　室

129室

(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

 （1,805,274〔510,450〕）  （22,548〔18,473〕）

560室

 （20,037） （　－　）

20,160
20,037

― ―

0㎡ 93,310.74㎡

0㎡ 0㎡

１６
 １５

視聴覚資料

1,014,226.42㎡
 1,014,706.66㎡

―   点

20,160
20,037

―   点

23,469[22,867]
18,436[18,015]

― ―

収 納 可 能 冊 数

（　－　） （　－　） （20,037）

閲 覧 座 席 数

 （18,436〔18,015〕）

〔うち外国書〕

 （1,805,274〔510,450〕）

1,830,089[517,736]
1,805,274[510,450]

5,423席

23,469[22,867]
18,436[18,015]

 （22,548〔18,473〕）  （18,436〔18,015〕）

校 舎 敷 地

（　－　）

0㎡

電子ジャーナル

共 用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

―   点

4,574,000冊

1,014,226.42㎡
 1,014,706.66㎡

専 用

1,404,174.70㎡
 1,405,053.47㎡

語学学習施設

（補助職員　51人）
 （補助職員　52人）
 （補助職員　53人）

21室

情報処理学習施設

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

３　施設・設備の整備状況，経費

平成31年４月
専任教授１名を新規
採用のため（元）

0㎡
531,610.36㎡
 527,708.27㎡
 530,814.81㎡

（531,610.36㎡）

1,404,174.70㎡
 1,405,053.47㎡

0㎡

計

531,610.36㎡
 527,708.27㎡
 530,814.81㎡

0㎡

（ 0㎡） （ 0㎡）

校

地

等

専 用 共 用

区 分 内 容

39室

（補助職員　0人）
 （補助職員　3人）
 （補助職員　6人）

93,310.74㎡ 0㎡

(１) 区　　 分

0㎡ 0㎡
920,915.68㎡
 921,395.92㎡

920,915.68㎡
 921,395.92㎡

（531,610.36㎡）

(２) 校 舎

新設学部等の名称 室 数

グローバル教養学部　グローバル教養学科 室

冊

27,445[23,338]
22,548[18,473]

面 積

小 計

ヨット部借地返還
（２）

分林記念館（除く寄宿
舎3,254.16㎡）、シー
キューブ（２）
OIC心理・教育相談ｾﾝ
ﾀｰ147.62㎡増、平成30
年度申請時にOIC寄宿
舎面積を誤って計上し
たため3,254.16㎡減
（元）

図書・雑誌・視聴覚資
料の増加分は新規購入
による。(２)

共用する他の
学校等の専用
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学費改定のため（2）

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（２）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

(８) 教員１人当り研究費等

(７) 体　　育　　館
鉄 骨 造 鋼 板 葺 平 屋 建 2,025 ㎡

開設前年度 完成年度

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要 手数料収入、寄付金収入及び補助金収入等により維持する。

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 78,797千円 79,985千円 4,270千円

第６年次

618,000千円 16,481千円

3,280千円 12,666千円

開設年度区　　分

20,000千円

2,300千円 －　千円

578千円

設備購入費

第４年次 第５年次

面　　　　　積

27,540.62㎡ 柊 野 室 内 練 習 場

2,300千円

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次

2,500千円
 2,600千円

2,300千円

完成年度

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

図書購入費

体育館以外のスポーツ施設の概要

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和２年５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　

583千円

－　千円
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

法学部

　法学科 4 720 ― 2,985
学士
（法
学）

0.97 0.98 ―
昭和
23年度

平成30年度入学定
員減（△35人）
平成31年度入学定
員減（△35人）

経済学部 4 760 ― 3,110 ― 1.00 1.06 ― ―

　経済学科 4 760 ― 3,110
学士
（経済
学）

1.00 1.06 ―
昭和
23年度

平成31年度入学定
員減（△35人）

　国際経済学科 4 ― ― ―
学士
（経済
学）

― ― ―
平成
18年度

平成29年度より学
生募集停止

経営学部 4 795 ― 3,240 ― 0.96 0.95 ― ―

　経営学科 4 650 ― 2,650
学士
（経営
学）

0.96 0.96 ―
昭和
37年度

平成31年度入学定
員減（△25人）

　国際経営学科 4 145 ― 590
学士
（経営
学）

0.92 0.91 ―
平成
18年度

平成31年度入学定
員減（△5人）

産業社会学部 4 810 ― 3,330 ― 0.98 0.97 ― ―

　現代社会学科 4 810 ― 3,330
学士
（社会
学）

0.98 0.97 ―
平成
19年度

　　現代社会専攻
メディア社会専攻
スポーツ社会専攻
人間福祉専攻

4 760 ― 3,120
学士
（社会
学）

0.98 0.98 ―
平成
19年度

平成30年度入学定
員減（△80人）

　　子ども社会専攻 4 50 ― 210
学士
（社会
学）

0.97 0.80 ―
平成
19年度

平成30年度入学定
員減（△10人）

文学部

　人文学科 4 1,035 ― 3,975
学士
（文
学）

0.96 0.99
令和
２年度

平成
16年度

令和２年度入学定
員増（55人）（文
学部人文学科）

理工学部 4 959
3年次

46
3,928 ― 0.95 1.01 ― ―

　電気電子工学科 4 154
3年次

12
640

学士
（工
学）

0.92 0.98 ―
昭和
24年度

　機械工学科 4 173
3年次

10
712

学士
（工
学）

0.96 1.16 ―
昭和
24年度

　環境都市工学科 4 166
3年次

4
502

学士
（工
学）

0.96 0.94
平成
30年度

平成
30年度

（3年次編入学定員
は令和2年度より入
学）

　都市システム工学科 4 ― ― ―
学士
（工
学）

― ― ―
平成
16年度

平成30年度より学
生募集停止
（3年次編入学定員
は令和2年度より学
生募集停止）

　環境システム工学科 4 ― ― ―
学士
（工
学）

― ― ―
平成
6年度

平成30年度より学
生募集停止
（3年次編入学定員
は令和2年度より学
生募集停止）

ロボティクス学科 4 90
3年次

6
372

学士
（工
学）

0.95 0.95 ―
平成
8年度

　数理科学科 4 97 ― 388
学士
（理
学）

0.93 1.00 ―
平成
12年度

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

京都府京都市北
区等持院北町56
番地の1

滋賀県草津市野
路東1丁目1番1号

大阪府茨木市岩
倉町2番150号

京都府京都市北
区等持院北町56
番地の1

京都府京都市北
区等持院北町56
番地の1

滋賀県草津市野
路東1丁目1番1号

　立　命　館　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和2年度
入学定員
超過率

22



　物理科学科 4 86
3年次

2
348

学士
（理
学）

0.89 1.05 ―
平成
12年度

　電子情報工学科 4 102
3年次

8
424

学士
（工
学）

0.99 1.10 ―
平成
16年度

　建築都市ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 4 91
3年次

4
372

学士
（工
学）

0.94 0.90 ―
平成
16年度

国際関係学部 4 360 ― 1,415 ― 0.92 0.83 ― ―

　国際関係学科 4 335 ― 1,340

学士
（国際
関係
学）

0.93 0.87 ―
昭和
63年度

　ｱﾒﾘｶﾝ大学・立命館
　大学国際連携学科

4 25 ― 75

学士
（ｸﾞﾛｰ
ﾊﾞﾙ国際
関係
学）

0.54 0.20
平成
30年度

平成
30年度

政策科学部

　政策科学科 4 410 ― 1,640
学士
（政策
科学）

0.98 0.92 ―
平成
6年度

情報理工学部 4 475
3年次

40
1,980 ― 0.94 0.93 ― ―

　情報理工学科 4 475
3年次

40
1,980

学士
（工
学）

0.94 0.93
平成
29年度

平成
29年度

　情報システム学科 4 ― ― ―
学士
（工
学）

― ― ―
平成
16年度

平成29年度より学
生募集停止

　情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 4 ― ― ―
学士
（工
学）

― ― ―
平成
16年度

平成29年度より学
生募集停止

　メディア情報学科 4 ― ― ―
学士
（工
学）

― ― ―
平成
16年度

平成29年度より学
生募集停止

　知能情報学科 4 ― ― ―
学士
（工
学）

― ― ―
平成
16年度

平成29年度より学
生募集停止

映像学部

　映像学科 4 160 ― 640
学士
（映像
学）

1.01 1.01 ―
平成
19年度

薬学部 6 100 ― 600 ― 1.01 1.01 ― ― 6年制学科

4 60 ― 240 ― 0.97 0.85 ― ― 4年制学科

　薬学科 6 100 ― 600
学士
（薬
学）

1.01 1.01 ―
平成
20年度

　創薬科学科 4 60 ― 240
学士
（薬科
学）

0.97 0.85 ―
平成
27年度

生命科学部 4 325 ― 1,300 ― 0.97 0.96 ― ―

　応用化学科 4 111 ― 444

学士
（理
学）
学士
（工
学）

0.97 0.93 ―
平成
20年度

　生物工学科 4 86 ― 344
学士
（工
学）

0.98 0.95 ―
平成
20年度

　生命情報学科 4 64 ― 256

学士
（理
学）
学士
（工
学）

0.91 1.04 ―
平成
20年度

　生命医科学科 4 64 ― 256
学士
（理
学）

0.98 0.93 ―
平成
20年度

スポーツ健康科学部

　スポーツ健康科学科 4 235 ― 940

学士
（ｽﾎﾟｰﾂ
健康科
学）

1.00 0.97 ―
平成
22年度

総合心理学部

　総合心理学科 4 280 ― 1,120
学士
（心理
学）

0.99 1.00
平成
28年度

平成
28年度

京都府京都市北
区等持院北町56
番地の1

滋賀県草津市野
路東1丁目1番1号

滋賀県草津市野
路東1丁目1番1号

滋賀県草津市野
路東1丁目1番1号

大阪府茨木市岩
倉町2番150号

滋賀県草津市野
路東1丁目1番1号

京都府京都市北
区等持院北町56
番地の1

大阪府茨木市岩
倉町2番150号
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食マネジメント学部

　食マネジメント学科 4 320 ― 960

学士
（食マ
ネジメ
ント）

0.96 1.01
平成
30年度

平成
30年度

グローバル教養学部

 グローバル教養学科 4 100 ― 200

学士
（ｸﾞﾛｰ
ﾊﾞﾙ教養
学）

0.55 0.45
平成
31年度

平成
31年度

大学全体 ― 7,904 86 31,603 ― ― ― ― ― ―

法学研究科

　法学専攻

　　博士課程前期課程 2 60 ― 120
修士
（法
学）

0.37 0.26 ―
昭和
25年度

　　博士課程後期課程 3 10 ― 30
博士
（法
学）

0.16 0.30 ―
昭和
28年度

経済学研究科

　経済学専攻

　　博士課程前期課程 2 50 ― 100
修士
（経済
学）

0.72 0.58 ―
昭和
25年度

　　博士課程後期課程 3 5 ― 15
博士
（経済
学）

0.93 0.40 ―
昭和
39年度

経営学研究科

　企業経営専攻

　　博士課程前期課程 2 60 ― 120
修士
（経営
学）

0.59 0.63 ―
昭和
41年度

　　博士課程後期課程 3 15 ― 45
博士
（経営
学）

0.17 0.20 ―
昭和
41年度

社会学研究科

　応用社会学専攻

　　博士課程前期課程 2 60 ― 120
修士
（社会
学）

0.61 0.70 ―
昭和
47年度

　　博士課程後期課程 3 15 ― 45
博士
（社会
学）

0.26 0.26 ―
昭和
49年度

文学研究科

　人文学専攻

　　博士課程前期課程 2 70 ― 140
修士
（文
学）

0.52 0.41 ―
平成
18年度

　　博士課程後期課程 3 20 ― 60
博士
（文
学）

0.61 0.50 ―
平成
18年度

　行動文化情報学専攻

　　博士課程前期課程 2 35 ― 70
修士
（文
学）

0.41 0.40 ―
平成
26年度

　　博士課程後期課程 3 15 ― 45
博士
（文
学）

0.15 0.26 ―
平成
26年度

理工学研究科

　基礎理工学専攻

　　博士課程前期課程 2 50 ― 100

修士
（理
学）
修士
（工
学）

0.97 1.02 ―
平成
18年度

　　博士課程後期課程 3 6 ― 18

博士
（理
学）
博士
（工
学）

0.55 0.66 ―
平成
24年度

　電子システム専攻

　　博士課程前期課程 2 140 ― 280
修士
（工
学）

0.82 0.87 ―
平成
24年度

　　博士課程後期課程 3 8 ― 24
博士
（工
学）

0.91 0.75 ―
平成
24年度

滋賀県草津市野
路東1丁目1番1号

京都府京都市北
区等持院北町56
番地の1

滋賀県草津市野
路東1丁目1番1号

大阪府茨木市岩
倉町2番150号

京都府京都市北
区等持院北町56
番地の1

滋賀県草津市野
路東1丁目1番1号

大阪府茨木市岩
倉町2番150号

京都府京都市北
区等持院北町56
番地の1
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　機械システム専攻

　　博士課程前期課程 2 140 ― 280
修士
（工
学）

1.01 1.07 ―
平成
24年度

　　博士課程後期課程 3 11 ― 33
博士
（工
学）

0.60 0.18 ―
平成
24年度

　環境都市専攻

　　博士課程前期課程 2 120 ― 240
修士
（工
学）

0.70 0.85 ―
平成
24年度

　　博士課程後期課程 3 15 ― 45
博士
（工
学）

0.24 0.20 ―
平成
24年度

国際関係研究科

　国際関係学専攻

　　博士課程前期課程 2 60 ― 120

修士
（国際
関係
学）

0.81 0.55 ―
平成
4年度

　　博士課程後期課程 3 10 ― 30

博士
（国際
関係
学）

0.73 0.20 ―
平成
6年度

政策科学研究科

　政策科学専攻

　　博士課程前期課程 2 40 ― 80
修士
（政策
科学）

0.35 0.30 ―
平成
9年度

　　博士課程後期課程 3 15 ― 45
博士
（政策
科学）

0.37 0.20 ―
平成
11年度

言語教育情報研究科

　言語教育情報専攻

　　修士課程 2 60 ― 120

修士
（言語
教育情
報学）

0.54 0.48 ―
平成
15年度

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科

　ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻

　　博士課程前期課程 2 70 ― 140
修士
（技術
経営）

0.77 0.77 ―
平成
17年度

　　博士課程後期課程 3 5 ― 15
博士
（技術
経営）

1.46 1.40 ―
平成
18年度

公務研究科

　公共政策専攻

　　修士課程 2 ― ― ―
修士
（公共
政策）

― ― ―
平成
19年度

平成30年度より学
生募集停止

ｽﾎﾟｰﾂ健康科学研究科

　ｽﾎﾟｰﾂ健康科学専攻

　　博士課程前期課程 2 25 ― 50

修士
（ス
ポーツ
健康科
学）

1.08 1.08 ―
平成
22年度

　　博士課程後期課程 3 8 ― 24

博士
（ス
ポーツ
健康科
学）

0.66 0.87 ―
平成
24年度

映像研究科

　映像専攻

　　修士課程 2 10 ― 20
修士
（映
像）

0.95 0.90
平成
23年度

情報理工学研究科

　情報理工学専攻

　　博士課程前期課程 2 200 ― 400
修士
（工
学）

0.89 0.80 ―
平成
24年度

　　博士課程後期課程 3 15 ― 45
博士
（工
学）

0.80 0.40 ―
平成
24年度

京都府京都市北
区等持院北町56
番地の1

大阪府茨木市岩
倉町2番150号

京都府京都市北
区等持院北町56
番地の1

大阪府茨木市岩
倉町2番150号

京都府京都市中
京区西ノ京東栂
尾町8番地

滋賀県草津市野
路東1丁目1番1号

京都府京都市北
区等持院北町56
番地の1

滋賀県草津市野
路東1丁目1番1号
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生命科学研究科

　生命科学専攻

　　博士課程前期課程 2 150 ― 300

修士
（理
学）
修士
（工

0.86 0.68 ―
平成
24年度

　　博士課程後期課程 3 15 ― 45

博士
（理
学）
博士
（工

0.35 0.46 ―
平成
24年度

先端総合学術研究科

　先端総合学術専攻

　　一貫制博士課程 5 30 ― 150
博士
（学
術）

0.29 0.43
平成
15年度

薬学研究科

　薬科学専攻

　　修士課程 2 20 ― 40
修士
（薬科
学）

1.60 1.60
令和
２年度

令和
２年度

　薬学専攻

　　博士課程 4 3 ― 12
博士
（薬
学）

0.99 0.66 ―
平成
26年度

人間科学研究科

　人間科学専攻

　　博士課程前期課程 2 65 ― 130

修士
（人間
科学）
修士
（心理
学）

0.91 0.98 ―
平成
30年度

　　博士課程後期課程 3 20 ― 60

博士
（人間
科学）
博士
（心理
学）

1.15 1.00
平成
30年度

平成
30年度

法務研究科

　法曹養成専攻

　　専門職学位課程 3 70 ― 210

法務博
士
（専門
職）

0.58 0.65 ―
平成
16年度

経営管理研究科

　経営管理専攻

　　専門職学位課程 2 80 ― 160

経営修
士
（専門
職）

0.70 0.68 ―
平成
18年度

教職研究科

　実践教育専攻

　　専門職学位課程 2 35 ― 70

教職修
士
（専門
職）

0.74 0.74 ―
平成
29年度

大学院全体 ― 1,911 ― 4,196 ― ― ― ― ― ―

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍

人

アジア太平洋学部

アジア太平洋学科 4 660

2年次
12

3年次
18

2,712

学士
（アジ
ア太平
洋学）

0.93 0.68
平成
29年度

平成
12年度

国際経営学部

　国際経営学科 4 660

2年次
22

3年次
31

2,768
学士
（経営
学）

0.86 0.54
平成
29年度

平成
12年度

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和2年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

大分県別府市十
文字原1丁目1番

大分県別府市十
文字原1丁目1番

大阪府茨木市岩
倉町2番150号

京都府京都市中
京区西ノ京東栂
尾町8番地

大阪府茨木市岩
倉町2番150号

京都府京都市中
京区西ノ京東栂
尾町8番地

　立命館アジア太平洋大学

滋賀県草津市野
路東1丁目1番1号

滋賀県草津市野
路東1丁目1番1号

京都府京都市北
区等持院北町56
番地の1
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大学全体 4 1,320 83 5,480 ― ― ― ― ― ―

アジア太平洋研究科

　アジア太平洋学専攻

　　博士課程前期課程 2 15 ― 30

修士
（アジ
ア太平
洋学）

0.53 0.06 ―
平成
15年度

　　博士課程後期課程 3 10 ― 30

博士
（アジ
ア太平
洋学）

0.50 0.30 ―
平成
15年度

　国際協力政策専攻

　　博士課程前期課程 2 45 ― 90

修士
（国際
協力政
策）

0.52 0.08 ―
平成
15年度

経営管理研究科

　経営管理専攻

　　修士課程 2 40 ― 80
修士
（経営
管理）

0.46 0.20 ―
平成
15年度

大学院全体 ― 110 ― 230 ― ― ― ― ―

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和２年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

大分県別府市十
文字原1丁目1番

大分県別府市十
文字原1丁目1番
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【認可時又は届出時】 【令和元年度】 【令和2年度】

専 教授

藤田 加代子
（51）

＜平成31年4月＞
修士(史学)

専 教授

藤田 加代子
（51）

＜平成31年4月＞
修士(史学)

専 教授

藤田 加代子
（52）

＜平成31年4月＞
修士(史学)

Introduction to Global
Liberal Arts I
Introduction to Global
Liberal Arts II
Social Impacts of Brain
Science
Human Intelligence
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global
Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
Social Impacts of Brain
Science
Human Intelligence
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global Liberal
Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
Social Impacts of Brain
Science
Human Intelligence
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

専 教授

崔 裕眞
（47）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Business History

専 教授

崔 裕眞
（47）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Business History

専 教授

崔 裕眞
（48）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Business History

Introduction to Global
Liberal Arts I
Introduction to Global
Liberal Arts II
Knowledge and Innovation
Social and Technological
Innovation【隔年】
Leadership in Global
Perspective【隔年】
Internship I
Internship II
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global Liberal
Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
Knowledge and Innovation
Social and Technological
Innovation【隔年】
Leadership in Global
Perspective【隔年】
Internship I
Internship II
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global Liberal
Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
Knowledge and Innovation
Social and Technological
Innovation【隔年】
Leadership in Global
Perspective【隔年】
Internship I
Internship II
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

専
教授

金山 勉
（58）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Mass Communication

専
教授

金山 勉
（58）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Mass Communication

専
教授

金山 勉
（59）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Mass Communication

Introduction to Global
Liberal Arts I
Introduction to Global
Liberal Arts II
Media Studies
Theory and Practice of
Fieldwork
Fieldwork on Media Studies
Regional Diversity in
Cultural Perspective
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global
Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
Media Studies
Theory and Practice of
Fieldwork
Fieldwork on Media Studies
Regional Diversity in Cultural
Perspective
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global
Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
Media Studies
Theory and Practice of
Fieldwork
Fieldwork on Media Studies
Regional Diversity in Cultural
Perspective
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

専任・

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

職名

５　教員組織の状況

＜グローバル教養学部　グローバル教養学科＞

（１）ー① 担当教員表

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等
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専任・

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専
准教
授

小林 ハッサル 柔子
（49）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Southeast Asian

Studies

専
准教
授

小林 ハッサル 柔子
（49）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Southeast Asian

Studies

専
准教
授

小林 ハッサル 柔子
（50）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Southeast Asian

Studies

Introduction to Global
Liberal Arts I
Introduction to Global
Liberal Arts II
Postcolonial Studies
Asia and the World in
Historical Perspective 【隔
年】
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis
Capstone Studies in
Geohistorical Perspective to
Globalization 【隔年】

Introduction to Global Liberal
Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
Postcolonial Studies
Asia and the World in
Historical Perspective 【隔
年】
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis
Capstone Studies in
Geohistorical Perspective to
Globalization 【隔年】

Introduction to Global Liberal
Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
Postcolonial Studies
Asia and the World in
Historical Perspective 【隔
年】
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis
Capstone Studies in
Geohistorical Perspective to
Globalization 【隔年】

専 教授

山下 範久
（47）

＜平成31年4月＞
修士(学術)

専 教授

山下 範久
（47）

＜平成31年4月＞
修士(学術)

専 教授

山下 範久
（48）

＜平成31年4月＞
修士(学術)

Introduction to Global
Liberal Arts I
Introduction to Global
Liberal Arts II
Globalization and
International Relations: An
Introduction
Sociological Theories:
Classics and Contemporary
Macrohisotry and Metahistory
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global
Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
Globalization and
International Relations: An
Introduction
Sociological Theories:
Classics and Contemporary
Macrohisotry and Metahistory
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global Liberal
Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
Globalization and
International Relations: An
Introduction
Sociological Theories:
Classics and Contemporary
Macrohisotry and Metahistory
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

専 教授

山岸（青山）典子
（59）

＜平成31年4月＞
Ph.D. (Cognitive Psychology)

専 教授

山岸（青山）典子
（59）

＜平成31年4月＞
Ph.D. (Cognitive Psychology)

専 教授

山岸（青山）典子
（60）

＜平成31年4月＞
Ph.D. (Cognitive Psychology)

Introduction to Global
Liberal Arts I
Introduction to Global
Liberal Arts II
Social Impacts of Brain
Science
Human Intelligence
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global Liberal
Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
Social Impacts of Brain
Science
Human Intelligence
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global Liberal
Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
Social Impacts of Brain
Science
Human Intelligence
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

専 教授

前川 一郎
（49）

＜平成31年4月＞
博士(人文学)

専 教授

前川 一郎
（49）

＜平成31年4月＞
博士(人文学)

専 教授

前川 一郎
（50）

＜平成31年4月＞
博士(人文学)

Introduction to Global
Liberal Arts I
Introduction to Global
Liberal Arts II
Global Conflicts: An
Introduction
Civilizations in Global
History
War and Peace in the
Globalizing World
Special Lecture on
Civilization Studies I
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global
Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
Global Conflicts: An
Introduction
Civilizations in Global
History
War and Peace in the
Globalizing World
Special Lecture on
Civilization Studies I
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global Liberal
Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
Global Conflicts: An
Introduction
Civilizations in Global
History
War and Peace in the
Globalizing World
Special Lecture on
Civilization Studies I
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis
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専任・

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専
准教
授

THOUNY, Christophe
（42）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Japanese Literature

and Media Studies

専
准教
授

THOUNY, Christophe
（42）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Japanese Literature

and Media Studies

専
准教
授

THOUNY, Christophe
（43）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Japanese Literature

and Media Studies

Introduction to Global
Liberal Arts I
Introduction to Global
Liberal Arts II
Introduction to Asian Studies
Cultural Studies
Special Lecture on
Cosmopolitan Studies I
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis
Capstone Studies in
Governance Studies

Introduction to Global
Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
Introduction to Asian Studies
Cultural Studies
Special Lecture on
Cosmopolitan Studies I
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis
Capstone Studies in Governance
Studies

Introduction to Global Liberal
Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
Introduction to Asian Studies
Cultural Studies
Special Lecture on
Cosmopolitan Studies I
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis
Capstone Studies in Governance
Studies

専
准教
授

CAPKOVA，Helena
（38）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Transnational Art

History

専
准教
授

CAPKOVA，Helena
（38）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Transnational Art

History

専
准教
授

CAPKOVA，Helena
（39）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Transnational Art

History

Introduction to Global
Liberal Arts I
Introduction to Global
Liberal Arts II
History of Arts
Arts in Society
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global Liberal
Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
History of Arts
Arts in Society
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global Liberal
Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
History of Arts
Arts in Society
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

専
准教
授

竹中 歩
（52）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Sociology

専
准教
授

竹中 歩
（52）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Sociology

専
准教
授

竹中 歩
（53）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Sociology

Introduction to Global
Liberal Arts I
Introduction to Global
Liberal Arts II
Statistics
Research Design and Research
Method
Applied Research Method for
Social Sciences
Capstone Studies in Normative
Perspective to Globalization

Introduction to Global
Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
Statistics
Research Design and Research
Method
Applied Research Method for
Social Sciences
Capstone Studies in Normative
Perspective to Globalization

Introduction to Global Liberal
Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
Statistics
Research Design and Research
Method
Applied Research Method for
Social Sciences
Capstone Studies in Normative
Perspective to Globalization

専
准教
授

小山 仁美
（37）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Political Science

専
准教
授

小山 仁美
（37）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Political Science

専
准教
授

小山 仁美
（38）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Political Science

Introduction to Global
Liberal Arts I
Introduction to Global
Liberal Arts II
History of Modern World
Evolution of Governance
Comparative Politics in Asia
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global Liberal
Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
History of Modern World
Evolution of Governance
Comparative Politics in Asia
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global Liberal
Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
History of Modern World
Evolution of Governance
Comparative Politics in Asia
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis
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専任・

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専 助教

石原 悠子
（33）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Philosophy

専 助教

石原 悠子
（33）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Philosophy

専 助教

石原 悠子
（34）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Philosophy

Special Lecture on
Civilization Studies II
Japanese Philosophy

Special Lecture on
Civilization Studies II
Japanese Philosophy

Special Lecture on
Civilization Studies II
Japanese Philosophy

専
准教
授

小木曽 左枝子
（50）

＜平成31年4月＞
博士（教育学）

専
准教
授

小木曽 左枝子
（51）

＜平成31年4月＞
博士（教育学）

Japanese LanguageⅠ
Japanese LanguageⅡ
Japanese language and Culture
Ⅰ

Japanese LanguageⅠ
Japanese LanguageⅡ
Japanese language and Culture
Ⅰ

専
准教
授

MARUTSCHKE, Daniel Moritz
（38）

＜平成31年4月＞
博士(学術)

専
准教
授

MARUTSCHKE, Daniel Moritz
（38）

＜平成31年4月＞
博士(学術)

専
准教
授

MARUTSCHKE, Daniel Moritz
（39）

＜平成31年4月＞
博士(学術)

Introduction to Global
Liberal Arts I
Introduction to Global
Liberal Arts II
Algorithm and Programming
Social Change with AI
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global
Liberal Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
Algorithm and Programming
Social Change with AI
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global Liberal
Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
Algorithm and Programming
Social Change with AI
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

専
准教
授

松田（室岡）絢子
（36）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Agricultural and

Resource Economics

専
准教
授

松田（室岡）絢子
（36）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Agricultural and

Resource Economics

専
准教
授

松田（室岡）絢子
（37）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Agricultural and

Resource Economics

Institutionalism in Social
Studies
Evolution of Market Economy
Human Security in Developing
Societies【隔年】
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis
Capstone Studies in
Development and Social Change
【隔年】

Institutionalism in Social
Studies
Evolution of Market Economy
Human Security in Developing
Societies【隔年】
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis
Capstone Studies in
Development and Social Change
【隔年】

Institutionalism in Social
Studies
Evolution of Market Economy
Human Security in Developing
Societies【隔年】
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis
Capstone Studies in
Development and Social Change
【隔年】

専
准教
授

HAIMES, Paul William
（38）

＜平成31年4月＞
Ph.D. (Digital and
Interaction Design)

専
准教
授

HAIMES, Paul William
（38）

＜平成31年4月＞
Ph.D. (Digital and Interaction

Design)

専
准教
授

HAIMES, Paul William
（39）

＜平成31年4月＞
Ph.D. (Digital and Interaction

Design)

Introduction to Global
Liberal Arts I
Introduction to Global
Liberal Arts II
Design and Society
Design Practice
Special Lecture on Innovation
Studies II
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global Liberal
Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
Design and Society
Design Practice
Special Lecture on Innovation
Studies II
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Introduction to Global Liberal
Arts I
Introduction to Global Liberal
Arts II
Design and Society
Design Practice
Special Lecture on Innovation
Studies II
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

専
准教
授

廣野 美和
（42）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in International

Relations

専
准教
授

廣野 美和
（42）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in International

Relations

専
准教
授

廣野 美和
（43）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in International

Relations

Critical Area Studies
International Relations in
the Asia-Pacific
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Critical Area Studies
International Relations in the
Asia-Pacific
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis

Critical Area Studies
International Relations in the
Asia-Pacific
Research Seminar I
Research Seminar II
Thesis
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専任・

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担 教授

中村(日暮)ちどり
（57）

＜平成31年4月＞
博士（国際文化）

Japanese Language and Culture
II

兼担 教授

遠山(安本)千佳
（56）

＜平成31年4月＞
修士（人文科学）

Japanese Language II

兼担 教授

下條 正純
（52）

＜平成31年4月＞
修士（日本語）

Japanese Language III

兼担 教授

神子 直之
（55）

＜平成31年4月＞
博士（工学）

海外スタディ I
海外スタディ II
日豪関係Ⅱ（海外留学プログラ
ム）
日豪関係Ⅲ（海外留学プログラ
ム）
日豪関係Ⅳ（海外留学プログラ
ム）
日豪関係Ⅰ（海外留学プログラ
ム）
異文化理解セミナー(海外留学プ
ログラム）
文化・社会調査（海外留学プロ
グラム）

兼担 教授

大野 裕
（57）

＜平成31年4月＞
文学修士

Japanese Language I

専 助教

MARQUEZ, Gian Powell,
Bontigao
（32）

＜平成31年4月＞
博士(航空宇宙工学) 専 助教

MARQUEZ, Gian Powell, Bontigao
（32）

＜平成31年4月＞
博士(航空宇宙工学)

専 助教

MARQUEZ, Gian Powell, Bontigao
（33）

＜平成31年4月＞
博士(航空宇宙工学)

Science Basics
Special Lecture on Innovation
Studies I

Science Basics
Special Lecture on Innovation
Studies I

Science Basics
Special Lecture on Innovation
Studies I

専 助教

JOHNSON, Christopher Morgan
（38）

＜平成31年4月＞
Ph.D. (Philosophy)

専 助教

JOHNSON, Christopher Morgan
（38）

＜平成31年4月＞
Ph.D. (Philosophy)

専 助教

JOHNSON, Christopher Morgan
（39）

＜平成31年4月＞
Ph.D. (Philosophy)

Philosophy Basics
Special Lecture on
Cosmopolitan Studies II

Philosophy Basics
Special Lecture on
Cosmopolitan Studies II

Philosophy Basics
Special Lecture on
Cosmopolitan Studies II
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専任・

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担 教授

伊藤 隆基
(55)

<令和2年4月>
博士（工学）

グローバル社会の体験と理解
Intensive Language Workshop
Area Study Ⅰ

兼担 教授

庵逧 由香
(53)

<令和2年4月>
博士（史学）

Intensive Language Workshop
Language for Academic
Communication
グローバル社会の体験と理解

兼担 教授

中逵 啓示
（65）

＜平成31年4月＞
博士

兼担 教授

中逵 啓示
（65）

＜平成31年4月＞
博士

海外スタディ Area Study II

兼担 教授

島田 幸司
（57）

＜平成31年4月＞
博士（工学）

兼担 教授

島田 幸司
（58）

＜平成31年4月＞
博士（工学）

海外スタディ Global Project-Based Learning

兼担 教授

大島 弥生
（56）

＜令和2年4月＞
博士（人文科学）

Japanese Language and Culture
II

兼担 教授

Lee 凪子
（66）

＜平成31年4月＞
博士

兼担 教授

Lee 凪子
（67）

＜平成31年4月＞
博士

Japanese Language I Japanese Language I

兼担 教授

堀江（荻野）未来
（49）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Educational Policy

and Administration 兼担 教授

堀江（荻野）未来
（49）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Educational Policy

and Administration 兼担 教授

堀江（荻野）未来
（50）

＜平成31年4月＞
Ph.D. in Educational Policy

and Administration

Asian Community Leadership
Seminar

Asian Community Leadership
Seminar

Asian Community Leadership
Seminar
Global Project-Based Learning

兼担 教授

藤原(松尾)智栄美
（46）

＜平成31年4月＞
博士（言語文化学）

兼担 教授

藤原(松尾)智栄美
（46）

＜平成31年4月＞
博士（言語文化学）

兼担 教授

藤原(松尾)智栄美
（47）

＜平成31年4月＞
博士（言語文化学）

Japanese Language and Culture
I

Japanese Language and Culture
I
Japanese Language III

Japanese Language and Culture
I
Japanese Language III
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専任・

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担
准教
授

三井 久美子
（46）

＜平成31年4月＞
修士（言語・文化学）

Japanese Language IV

兼担
准教
授

駒見 一善
(47)

<平成31年4月>
修士（国際関係学）

グローバル社会の体験と理解

兼担
准教
授

羽谷 沙織
（41）

＜平成31年4月＞
修士(教育学)

兼担
准教
授

羽谷 沙織
（41）

＜平成31年4月＞
修士(教育学)

兼担
准教
授

羽谷 沙織
（42）

＜平成31年4月＞
修士(教育学)

カナダ研究（海外留学プログラ
ム）
異文化間コミュニケーション
（海外留学プログラム）
環太平洋研究（海外留学プログ
ラム）

カナダ研究（海外留学プログラ
ム）
異文化間コミュニケーション（海
外留学プログラム）
環太平洋研究（海外留学プログラ
ム）
Global Fieldwork Project

 カナダ研究（海外留学プログラ
 ム）
 異文化間コミュニケーション
 （海外留学プログラム）
 環太平洋研究（海外留学プログ
 ラム）
Area Study II
Global Study
グローバル社会の体験と理解

兼担
准教
授

磯田 貴道
（43）

＜平成31年4月＞

兼担
准教
授

磯田 貴道
（43）

＜平成31年4月＞

言語・文化・社会BⅩⅢ（海外留
学プログラム）
言語・文化・社会BⅩⅣ（海外留
学プログラム）
言語・文化・社会BⅩⅤ（海外留
学プログラム）
言語・文化・社会BⅩⅥ（海外留
学プログラム）

言語・文化・社会BⅩⅢ（海外留
学プログラム）
言語・文化・社会BⅩⅣ（海外留
学プログラム）
言語・文化・社会BⅩⅤ（海外留
学プログラム）
言語・文化・社会BⅩⅥ（海外留
学プログラム）

兼担
准教
授

石川（児玉）涼子
（42）

＜平成31年4月＞
博士(政治学)

兼担
准教
授

石川（児玉）涼子
（42）

＜平成31年4月＞
博士(政治学)

兼担
准教
授

石川（児玉）涼子
（43）

＜平成31年4月＞
博士(政治学)

Academic English Academic English
Academic English
グローバル社会の体験と理解
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専任・

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担
准教
授

山中 司
（40）

＜平成31年4月＞
博士(政策・メディア)

言語・文化・社会AⅨ（海外留学
プログラム）
言語・文化・社会AⅩ（海外留学
プログラム）
言語・文化・社会CⅢ（海外留学
プログラム）
Regional Anatomy（海外留学プ
ログラム）
Global Issues and
Perspectives（海外留学プログ
ラム）
言語・文化・社会CⅣ（海外留学
プログラム）
言語・文化・社会DⅢ（海外留学
プログラム）
言語・文化・社会DⅣ（海外留学
プログラム）
言語・文化・社会DⅤ（海外留学
プログラム）

言語・文化・社会AⅨ（海外留学
プログラム）
言語・文化・社会AⅩ（海外留学
プログラム）
言語・文化・社会CⅢ（海外留学
プログラム）
Regional Anatomy（海外留学プロ
グラム）
Global Issues and Perspectives
（海外留学プログラム）
言語・文化・社会CⅣ（海外留学
プログラム）
言語・文化・社会DⅢ（海外留学
プログラム）
言語・文化・社会DⅣ（海外留学
プログラム）
言語・文化・社会DⅤ（海外留学
プログラム）

 言語・文化・社会AⅨ（海外留学
 プログラム）
 言語・文化・社会AⅩ（海外留学
 プログラム）
 言語・文化・社会CⅢ（海外留学
 プログラム）
 Regional Anatomy（海外留学プ
 ログラム）
Global Issues and
 Perspectives（海外留学プログ
 ラム）
 言語・文化・社会CⅣ（海外留学
 プログラム）
 言語・文化・社会DⅢ（海外留学
 プログラム）
 言語・文化・社会DⅣ（海外留学
 プログラム）
 言語・文化・社会DⅤ（海外留学
 プログラム）

Grammar Ⅰ（海外留学プログラ
ム）
Grammar Ⅱ（海外留学プログラ
ム）
Listening Ⅰ（海外留学プログ
ラム）
Listening Ⅱ（海外留学プログ
ラム）
Reading Ⅰ（海外留学プログラ
ム）
Reading Ⅱ（海外留学プログラ
ム）
Speaking Ⅰ（海外留学プログラ
ム）
Speaking Ⅱ（海外留学プログラ
ム）
Writing Ⅰ（海外留学プログラ
ム）
Writing Ⅱ（海外留学プログラ
ム）
Speaking & Listening Ⅰ（海外
留学プログラム）
Speaking & Listening Ⅱ（海外
留学プログラム）

Grammar Ⅰ（海外留学プログラ
ム）
Grammar Ⅱ（海外留学プログラ
ム）
Listening Ⅰ（海外留学プログラ
ム）
Listening Ⅱ（海外留学プログラ
ム）
Reading Ⅰ（海外留学プログラ
ム）
Reading Ⅱ（海外留学プログラ
ム）
Speaking Ⅰ（海外留学プログラ
ム）
Speaking Ⅱ（海外留学プログラ
ム）
Writing Ⅰ（海外留学プログラ
ム）
Writing Ⅱ（海外留学プログラ
ム）
Speaking & Listening Ⅰ（海外
留学プログラム）
Speaking & Listening Ⅱ（海外
留学プログラム）

 Grammar Ⅰ（海外留学プログラ
 ム）
 Grammar Ⅱ（海外留学プログラ
 ム）
 Listening Ⅰ（海外留学プログ
 ラム）
 Listening Ⅱ（海外留学プログ
 ラム）
 Reading Ⅰ（海外留学プログラ
 ム）
 Reading Ⅱ（海外留学プログラ
 ム）
 Speaking Ⅰ（海外留学プログラ
 ム）
 Speaking Ⅱ（海外留学プログラ
 ム）
 Writing Ⅰ（海外留学プログラ
 ム）
 Writing Ⅱ（海外留学プログラ
 ム）
 Speaking & Listening Ⅰ（海外
 留学プログラム）
 Speaking & Listening Ⅱ（海外
 留学プログラム）

言語・文化・社会CⅠ（海外留学
プログラム）
言語・文化・社会CⅡ（海外留学
プログラム）
言語・文化・社会DⅠ（海外留学
プログラム）
言語・文化・社会DⅡ（海外留学
プログラム）
Academic English Skills（海外
留学プログラム）
English as Second Language
（海外留学プログラム）
English Language Skills and
Competencies（海外留学プログ
ラム）
Global Fieldwork Project

 言語・文化・社会CⅠ（海外留学
 プログラム）
 言語・文化・社会CⅡ（海外留学
 プログラム）
 言語・文化・社会DⅠ（海外留学
 プログラム）
 言語・文化・社会DⅡ（海外留学
 プログラム）
 Academic English Skills（海外
 留学プログラム）
English as Second Language
 （海外留学プログラム）
English Language Skills and
 Competencies（海外留学プログ
 ラム）
Global Fieldwork Project

山中 司
（39）

＜平成31年4月＞
博士(政策・メディア)

兼担
准教
授

山中 司
（39）

＜平成31年4月＞
博士(政策・メディア)

言語・文化・社会CⅠ（海外留学
プログラム）
言語・文化・社会CⅡ（海外留学
プログラム）
言語・文化・社会DⅠ（海外留学
プログラム）
言語・文化・社会DⅡ（海外留学
プログラム）
Academic English Skills（海外
留学プログラム）
English as Second Language（海
外留学プログラム）
English Language Skills and
Competencies（海外留学プログラ
ム）
Global Fieldwork Project

兼担
准教
授

海外スタディ

 海外スタディ
Area Study I
Area Study II
Global Project-Based Learning
Global Study
Intensive Language Workshop
Language for Aademic
Communication

35



専任・

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼任 兼任 講師

辻 恵子
（39）

＜平成31年4月＞
修士（言語教育情報学）

兼任 講師

辻 恵子
（40）

＜平成31年4月＞
修士（言語教育情報学）

Japanese Language III Japanese Language III

兼任 兼任 講師

楠田 瑛子
（39）

＜平成31年4月＞
修士（言語教育情報学）

兼任 講師

楠田 瑛子
（40）

＜平成31年4月＞
修士（言語教育情報学）

Japanese Language II Japanese Language I

兼任 講師

SANDROVYCH TYMUR
（34）

＜平成32年4月＞
修士（文学）

兼任 講師

SANDROVYCH TYMUR
（34）

＜平成32年4月＞
修士（文学）

兼任 講師

SANDROVYCH TYMUR
（35）

＜平成32年4月＞
修士（文学）

Contemporary Japan Contemporary Japan Contemporary Japan

兼任 講師

大久保 加奈子
（43）

＜平成31年4月＞
博士（文学）

兼任 講師

大久保 加奈子
（43）

＜平成31年4月＞
博士（文学）

Japanese Language I
Japanese Language II

Japanese Language I
Japanese Language II

兼担 講師

増井 奈穂美
（50）

＜平成31年4月＞
修士（言語教育情報学）

兼担 講師

増井 奈穂美
（51）

＜平成31年4月＞
修士（言語教育情報学）

Japanese Language IV Japanese Language IV

兼担 講師

LIU SORAYA
(32)

<令和2年4月>
修士（人間・環境学）

グローバル社会の体験と理解

准教
授

KANDUBODA P. B
（39）

＜平成31年4月＞
博士（学術）

Global Fieldwork Project
Global Fieldwork Project
グローバル社会の体験と理解

兼担
准教
授

豊田 祐輔
（34）

＜平成31年4月＞
博士（政策科学）

兼担
准教
授

豊田 祐輔
（35）

＜平成31年4月＞
博士（政策科学）

Global Fieldwork Project
Global Fieldwork Project
グローバル社会の体験と理解

兼担
准教
授

KANDUBODA P. B
（38）

＜平成31年4月＞
博士（学術）

兼担

兼担
准教
授

福良 直子
（43）

＜平成31年4月＞
博士（言語文化学）

Japanese Language III
Japanese Language IV
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専任・

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

職名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

兼任 兼任 講師

柏木 美和子
（66）

＜令和2年＞
Master of Arts in Linguistics

Japanese Language II

兼任 兼任 講師

小林 潔子
（46）

＜令和2年＞
修士（言語教育情報学）

Japanese Language II
Japanese Language and Culture
I
Japanese Language and Culture
II

兼任 兼任 講師

林 和子
（45）

＜平成31年4月＞
修士（国際学）

兼任 講師

林 和子
（46）

＜平成31年4月＞
修士（国際学）

Japanese Language IV Japanese Language IV
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容
　　　　 　　　　

　　　　 　　　　

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

【令和元年度】

【令和２年度】

・金山 勉教授において、担当科目の見直しにより1科目削除
・藤田 加代子教授において、担当科目の見直しにより1科目削除
・前川 一郎教授において、担当科目の見直しにより1科目削除
・山下 範久教授において、担当科目の見直しにより1科目削除
・竹中 歩准教授において、担当科目の見直しにより1科目削除
・THOUNY, Christophe准教授において、担当科目の見直しにより1科目削除
・MARUTSCHKE, Daniel Moritz准教授において、担当科目の見直しにより1科目削除
・小木曽 左枝子准教授において、新しく科目を担当することになり就任
・大野 裕（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を1科目削除
・神子 直之（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を8科目削除
・下條 正純（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を1科目削除
・遠山(安本)千佳（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を1科目削除

・楠田 瑛子（兼任）講師において、新しく科目を担当することになり就任
・辻 恵子（兼任）講師において、新しく科目を担当することになり就任
・林 和子（兼任）講師において、新しく科目を担当することになり就任

・金山 勉教授において、担当科目の見直しにより2科目削除
・小木曽 左枝子准教授において、新しく科目を担当することになり就任、3科目追加
・大野 裕（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を1科目削除
・神子 直之（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を8科目削除
・下條 正純（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を1科目削除
・遠山(安本)千佳（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を1科目削除
・中村(日暮)ちどり（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を1科目削除
・藤原(松尾)智栄美（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を1科目追加、1科目削除
・堀江（荻野）未来（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を1科目追加、1科目削除
・Lee 凪子（兼担）教授において、新しく科目を担当することになり就任、1科目追加

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。ＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

・中村(日暮)ちどり（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を1科目削除
・藤原(松尾)智栄美（兼担）教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目の変更
・Lee 凪子（兼担）教授において、新しく科目を担当することになり就任
・島田 幸司（兼担）教授において、新しく科目を担当することになり就任
・中逵 啓示（兼担）教授において、新しく科目を担当することになり就任
・羽谷 沙織（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を1科目追加
・山中 司（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を1科目追加
・KANDUBODA P. B（兼担）准教授において、新しく科目を担当することになり就任
・豊田 祐輔（兼担）准教授において、新しく科目を担当することになり就任
・増井 奈穂美（兼担）講師において、新しく科目を担当することになり就任
・大久保 加奈子（兼任）講師において、所属学部（機関）の都合により担当科目を1科目削除

・大島 弥生（兼担）教授において、新しく科目を担当することになり就任、1科目追加
・島田 幸司（兼担）教授において、新しく科目を担当することになり就任、1科目追加
・中逵 啓示（兼担）教授において、新しく科目を担当することになり就任、1科目追加
・庵逧 由香（兼担）教授において、新しく科目を担当することになり就任、3科目追加
・伊藤 隆基（兼担）教授において、新しく科目を担当することになり就任、3科目追加
・石川（児玉） 涼子（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を1科目追加
・磯田 貴道（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を4科目削除
・羽谷 沙織（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を3科目追加、3科目削除
・駒見 一善（兼担）准教授において、新しく科目を担当することになり就任、1科目追加

・三井 久美子（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を1科目削除
・山中 司（兼担）准教授において、所属学部（機関）の都合により担当科目を6科目追加、32科目削除
・福良 直子（兼担）准教授において、、所属学部（機関）の都合により担当科目を2科目削除
・KANDUBODA P. B（兼担）准教授において、新しく科目を担当することになり就任、1科目追加
・豊田 祐輔（兼担）准教授において、新しく科目を担当することになり就任、2科目追加
・増井 奈穂美（兼担）講師において、新しく科目を担当することになり就任、1科目追加
・大久保 加奈子（兼任）講師において、所属学部（機関）の都合により担当科目を2科目削除
・楠田 瑛子（兼任）講師において、新しく科目を担当することになり就任、1科目追加
・辻 恵子（兼任）講師において、新しく科目を担当することになり就任、1科目追加
・林 和子（兼任）講師において、新しく科目を担当することになり就任、1科目追加
・小林 潔子（兼担）講師において、新しく科目を担当することになり就任、3科目追加
・柏木 美和子（兼担）講師において、、新しく科目を担当することになり就任、1科目追加
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（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

65 0 0

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= ％
19

0

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
19
18

= 105.55 ％

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｄ）

6 9

歳 名 名

年齢構成

0

　（２）－③　年齢構成

0 3 18
6 10

［0］ ［1］ ［0］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

10 5

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授 講　師教　授

現在（報告時）の状況

助手
（Ｂ'）

助手
（Ａ'）

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員等数【大学】

設置時の計画

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

0

［0］ ［1］ ［0］ ［0］ ［0］

6 10 0 3 19

［0］ ［0］

6 10 0 3 19

（6） （10） （0）

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
0

= #DIV/0! ％
0

［0］

0

［0］

0 0

0

助手
（Ｃ'）

助手
（Ｄ'）

（3） （19）

3 19

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 0 ％
0
18

0自由

人
科目

0

0

自由 0 科目 自由 0 自由 0

選択 0

0 科目 計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

0

0

該当なし

番　号 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 辞任等の理由

科目

後任補充状況

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

自由自由

計 計計

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

0

0

0

0

番　号

①の合計数（a） ②の合計数（b）

0

0 0

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

0 0

0必修必修

0

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

0

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

辞任した教員数

0 人

必修 0 科目 必修

計

0 選択

必修

科目 選択 0

③の合計数（c）

0 人

0計

①の合計数（a） ②の合計数（b）

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

①の合計数（a） ②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

0

選択 0 選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

0 計

必修 0

計 0

自由

0

0 選択 0

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

辞任等した教員数

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

0

0 選択

必修

0

自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由担当予定科目

該当なし

0 自由 0

必修

選択

自由

科目 必修 0

0 科目

0 科目

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

③の合計数（c）

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択

必修 0

選択

担当予定科目

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

必修

選択

自由自由 0

0 科目

選択 科目
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0
人

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

0
0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

選択 0 選択 0

自由 0

必修 0 科目 必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

該当なし

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

該当なし

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、
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区 分
今後の

の実施計画

認　可　時

該当なし

（平成30年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和元年）

履　行　状　況

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

指摘事項
（改善）

履行中

入学定員未充足の改善
に努める
こと。

入学定員100名のうち4月入
学は50名（オーストラリア
国立大学において1年次の履
修を開始する学生10名を含
む）、9月入学は50名を目安
に募集を行っている。
令和2年5月1日時点での2020
年度4月入学者数は45名、9
月入学予定者対象の入学試
験は5月までの実施入試にお
いて82名が合格している
（入学手続き未完了者除
く）。

学部紹介パンフレット(日・
英）作成、ホームページ
（日・英）作成、附属校生
徒対象説明会の実施、国内
外の高等学校・インターナ
ショナルスクール・入試
フェア等の参加・訪問、
オープンキャンパスでの学
部紹介や模擬授業の実施、
新聞・雑誌からの取材受け
入れなどを積極的に展開
し、本学部の教学内容や入
学者受け入れ方針の浸透を
図る。

・国内学生向けの2021年度
入試については、さらなる
志願者増加に向けて、さら
に受験生のニーズに合致し
た入試方式に整理した。具
体的には、開設から2年間出
願実績がないスポーツ能力
に優れた者や文化・芸術活
動に優れた者を対象とした
入試を廃止し、帰国生徒
（外国学校就学経験者）入
試やＡＯ入試の募集人数を
増やし、海外大学進学希望
者層をターゲットに学生募
集を行う。国際学生向けの
2021年度入試については、
2020年度の入試方式を継続
するが、社会情勢や新型コ
ロナウイルスの影響により
留学生の確保が難しいこと
から、海外在住の日本人学
生をターゲットに学生募集
を行う。

具体的に記入してください。

・ 「設置計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

・ 「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

・ 「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

・ 該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

該当なし 該当なし

　ｃ　委員会の審議事項等

１．教学委員会（立命館大学教学委員会規程第2条）
（１）教学の基本方針に関する事項（カリキュラム改革、毎年度の開講方針および教学総括等）
（２）学部と研究科に共通する教学および教務事項　等

２．センター会議（立命館大学教育開発推進機構規程規程第11条）
（１）機構およびセンターの活動方針および総括に関する事項
（２）センターが行う事業の基本方針に関する事項　等

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

ａ　委員会の設置状況

② 実施状況

ａ　実施内容

１．教学実践フォーラム、ＦＤ懇親会の開催
２．新任専任教員対象の「実践的ＦＤプログラム」の実施
３．授業アンケートの実施、分析、授業改善に関わる担当者と受講生間の意見交換の実施
４．学びと成長調査の実施、分析を通した学生実態把握と教育上の課題の共有
５．「ＩＴＬ（Institute for Teaching and Learning）News」、紀要『立命館高等教育研究』を通した
    教育に関する実践報告や授業研究の共有
６．教学総括・計画概要の策定、自己点検・評価報告書の作成の支援を通した教学PDCAサイクルの確立

　ｂ　実施方法

７　その他全般的事項

＜グローバル教養学部　グローバル教養学科＞

（１） 設置計画変更事項等

① 実施体制

１．本学では、学部・研究科に共通する教学に関わる事項について審議を行うための全学的機関として、教学委員
　　会を設置している（立命館大学教学委員会規程）。教学委員会は、教学部長が主宰し、各学部・研究科の副学
　　部長･副研究科長が出席し、毎年度の各学部・研究科の教学上の総括および次年度計画を策定・承認している。
　　ここでは、ＦＤ活動についても毎年度の方針に基づく総括、次年度計画をまとめている。本学では、ＦＤ活動
　　を｢建学の精神と教学理念を踏まえ、学部・研究科・教学機関が掲げる理念と教育目標を実現するために、

カリキュラムや個々の授業についての配置・内容・方法・教材・評価等の適切性に関して教員が職員と協働
し、学生の参画を得て、組織的な研究・研修を推進するとともに、それらの取組の妥当性、有効性について
継続的に検証を行い、さらなる改善に活かしていく活動」と定義している。教育の質的向上のために、各学部
・研究科においてＦＤ活動を行うとともに、教学部が主催して教学実践フォーラムや懇談会等を実施し取組を
共有している。

２．全学的には教育開発推進機構（以下「機構」という。）を設置し（「立命館大学教育開発推進機構規程」第２
　　条）、その下に教育・学修支援センター（以下「センター」という。）を置いて、学部・研究科の取組みを
　　支援している（同第４条）。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

１．教学委員会は隔週月曜日に実施し、全学部・研究科の副学部長・副研究科長・事務長が出席している（立命館
　　大学教学委員会規程第３条）。
２．機構は、日常的運営を行うため、教育・学修支援センター会議（以下「センター会議」という。）を置いて
　　いる（立命館大学教育開発推進機構規程第10条、第12条）。
　　構成員は、教育・学修支援センター長（委員長）、教育・学修支援センター副センター長（副センター長）、
　　教学部副部長（事務局長）、一貫教育部副部長、一貫教育部教育研究・研修センター長、
　　機構所属教員（嘱託講師を除く）、教学部次長、機構長が任命する教職員（以上委員）である。
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・各授業および分野等で分析し、①各教員には個別分析結果を返却、②学生には結果全体の報告書をホーム
　ページに掲載すると同時に各学部・研究科事務室等の窓口で閲覧できるようにしている。

１．教学実践フォーラム、ＦＤ懇親会の開催
　・留学の質保証、カリキュラム・マップ、ツリーの取組み、高等学校教育の変化、次期学習指導要領のもとでの
　　授業の変化、および大学入試の方向性について
２．新任専任教員対象の「実践的ＦＤプログラム」の実施
　  新任の専任教員を対象として、ガイダンス、ワークショップ、発表会、コンサルテーション等を
　 １年間（最長２年間）実施
３．授業改善に関わる担当者と受講生間の意見交換の実施
　・個別授業の授業改善、組織的な教学改善、学生への説明責任を目的として、大学全体で統一した書式により授
　　業アンケートを実施。Ｗｅｂコースツールのアンケート機能も活用する。各授業の中盤にＷｅｂコースツール
　　や「コミュニケーション・ペーパー」「インタラクティブシート」等を活用した授業改善に向けた意見交換を
　　実施（希望する教員）
４．学びと成長調査の実施、分析を通した学生実態把握と教育上の課題の共有
　・学生の学びと成長調査（アンケート）設計、実施、分析と教学委員会への報告
５．「ＩＴＬ（Institute for Teaching and Learning）News」を通した実践の共有および紀要『立命館高等教育
　　研究』の発行を通した教育に関する実践報告や授業研究の共有
６．教学総括・次年度計画概要、自己点検・評価報告書の作成の支援を通した教学PDCAサイクルの確立
　・「教学総括」や「自己点検・評価報告書」作成の支援

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

＜令和元年度実績＞
１．教学実践フォーラムの開催
　・3回開催、のべ約170名参加
２．新任専任教員対象の「実践的ＦＤプログラム」の実施
　・49名が修了。修了式を実施し、修了証を授与。
３．授業改善に関わる担当者と受講生間の意見交換の実施
　・授業アンケートは毎セメスター、全授業で実施。アンケート回収率は、講義系31.0％、外国語60.2％、
    小集団38.3％（前期）、講義系23.8％、外国語50.6％、小集団30.1％（後期）。
４．学びと成長調査の実施
　・2016年度より全学生を対象に毎年度調査を実施している。
５．「ＩＴＬ（Institute for Teaching and Learning）News」を3回発行し、紀要『立命館高等教育研究』を
　　１回発行。
６．教学総括・次年度計画概要の作成、自己点検・評価報告書の作成の支援を通した教育面でのＰＤＣＡ
　　サイクルの確立
　・教学総括・次年度計画概要は年度始めの教学委員会にて承認・共有予定。
　・各学部、研究科の要望に応じて教育開発推進機構教員が専門的知見を活かして支援を行った。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

１．教学実践フォーラムをつうじて共有した優れた教育実践を授業改善や学生支援に活用
２．先進的な教育実践と学部・研究科固有の組織的なＦＤ活動との連携を促進
３．教員に期待する教育力量の向上および教育活動の促進
４．アンケート結果の分析をもとに学部での授業改善、教育改善の取組に反映
５．実施結果の分析による教育内容の改善
６．教育を取り巻く動向や課題、実践事例の共有と普及、教育に関する理論や実践の研究と成果の発信
７．毎年度の開講方針に基づく点検･評価、次年度に向けた改善課題の明確化、自己点検・評価活動をつうじた教
　　育内容や方法の改善促進

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

・毎年度、各セメスター終盤に実施（授業アンケート）
・各セメスターの５～６週目（Ｗｅｂコースツール、「インタラクティブシート」等によるアンケート）

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）
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（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

該当なし
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　　　令和4（2022）年度に同協会に提出予定。

　ａ　公表（予定）時期

　　・大学ホームページ上で公表済み　http://www.ritsumei.ac.jp/assessment/

（４） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

本学部の人材育成目的である「人文学及び社会諸科学の教育研究、また日本及びオーストラリアを含むアジアの諸社会
における様々なボーダーを超える経験と主体的な学びを通じて、人間社会の多様性への洞察と人類史をグローバルに俯
瞰する視点を具え、高い倫理観のもとに、新しい科学・技術の発展を踏まえた未来社会への革新的な構想力と豊かな表
現力をもって、グローバル化する社会のなかで実践的に問題発見・問題解決をリードし、そのために学び続けることの
できる人間を育成する」ことを達成することを目的として、以下の取組みを行った。

1．入学者確保

　学部紹介パンフレット作成、ホームページ作成、附属校生徒対象説明会の実施、国内外の高等学校・インターナショ
ナルスクール・入試フェア等の参加・訪問、オープンキャンパスでの学部紹介や模擬授業の実施、新聞・雑誌からの取
材受け入れなどを積極的に展開し、本学部の教学内容や入学者受け入れ方針の浸透を図った。
　結果として、2020年度4月入学者で45名の入学者を得た（38名が立命館大学で学習を開始する学生、7名がオーストラ
リア国立大学で学習を開始する学生）。9月入学の学生については、5月中旬時点で合格者のうち二次手続まで終えてい
る者が49名である。今後も本学部の教学内容や入学者受入方針の浸透に注力し、入学者受入方針に沿った優秀な入学者
をできるだけバラエティに富んだ国・地域から受け入れることとしたい。

2．新入生オリエンテーション

新入生に対しては今日のコロナウィルス禍に鑑み、感染対策として当初の日程を圧縮し4月1日および4月3日にオリエン
テーションを行った。4月1日はいわゆる3密の防止を徹底したうえでキャンパスにて学部独自の学修支援室の機能説明と
その構成メンバーの紹介、また実際の履修登録システムとその留意事項について説明を行った。当日来日が間に合わな
かった国際学生や感染症対策の観点から自宅その他での参加を希望した学生には、オンラインにて同時中継を行い、さ
らに録音したものを動画サイトで配信した。3日のオリエンテーションは原則すべてオンラインで実施した。教学担当副
学部長より学部のカリキュラム構成や教学理念、またオーストラリア国立大学とのデュアル・ディグリーの仕組みにつ
いて入念な説明を行い、その後新入生を4グループ（1グループ約10名）に分け学修支援室メンバー4名がそれぞれ1グ
ループずつ担当し少人数でのグループアドバイジングを行った。当学部においては特に1回生の履修上の選択肢は多くな
いが、それでも事前に開講科目すべてのシラバスを学生に配布・精読するように促し学修プランニングの重要性の説明
や個別の質問・相談受付を行うと同時に、セメスター開始後であってもオンライン上でアドバイザーと常に個別アポイ
ントメントが設定できる旨を伝えオンライン授業に対する学生の不安感を少しでも緩和することを最優先事項とした。

3．初年次教育

グローバル教養学部の教学において、初年次教育は重要な位置づけとしており、学部教学の基盤となる科目である
「Introduction to Global Liberal Arts Ⅰ」（IGLAⅠ）と「Introduction to Global Liberal Arts Ⅱ」（IGLAⅡ）
を配置している。IGLAⅠ・Ⅱは、初年次配当の必修科目であり、人文科学、社会科学、自然科学の教員が３名ずつで実
施するオムニバス形式の科目である。講義の中では基礎的な講義を受けつつ、原典の講読、グループ討議やケース・ス
タディを通じて、それぞれ、Ⅰでは知識に関する問いを探求する方法的姿勢を、Ⅱでは知識生産の倫理的側面について
の基本的知識を身につける科目である。

③　認証評価を受ける計画

　　・平成30（2018）年度に公益財団法人大学基準協会の大学評価（機関別認証評価）を受審し、

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　いて記入してください。

　　　適合認定を得た。評価結果は大学ホームページ上に公開済み。評価結果における提言に対する改善報告書は

　　・次回は令和７（2025）年度に公益財団法人大学基準協会の大学評価（機関別認証評価）を受審予定。

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　・大学としての「2018年度自己点検・評価報告書」を平成31年3月に公表済み

　ｂ　公表方法

②　自己点検・評価報告書
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　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

（５） 情報公表に関する事項

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

≪ａで「有」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

○　設置計画履行状況報告書（令和２年度）
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